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㎜　　　　 ㎜ わ の 伝 統 野 菜 」
Γ
Ｌな こＩ と は

大 阪 府 で は 、下記 の 基 準 を 設け 、現在 24品 目 を

｢な に わ の 伝 統 野 菜 ｣として認 証してい ます。080大 阪府 品 Ｘ豫 を宕
① 昭 和 初 期 以 前 (お お む ね 100年 前 )か ら 大 阪 府 内 で 栽 培さ れてき た

野 菜

② 苗 や種 子 等 の来 歴 が 明ら かで 、大阪 独自 の 品目 ･品 種 、栽培 方 法 に

よ るも の 、又また は 府 内 特 定 地 域 の 気 候 風土 に育 ま れたも の であり

栽 培 に使 用 する苗 や 種子 等 の 確保 が 可 能 な 野 菜

③ 府 内 で生 産さ れて いる 野 菜

な に わ の 伝 統 野 菜
J→---･－四

な Ｓれ

伝統野菜
こわ の 伝 統 野 菜 認 証 制 度 」

ｒ

な
Ｉ

と は

φ 讒 言 ］大阪 府

平 成 17年 から スタートした 本 制 度 で は 、「なにわ の 伝 統 野 菜 」の生 産

者 等 が 販 売 する野 菜 や 、「なにわ の 伝 統 野 菜 」を使 用した 加工 食 品 等 に

対し、認証 マーク を 表 示 すること が でき ます。

・／申請 先

大 阪 府（原 産 地 の市 町 村 で 生 産 ･加 工 ･販 売 する場 合 はその 市 町 村 ）

ヽ／申請 受 付 期 間

農業 者 の 生 産 認証 :毎 年 2月 １日 ～末 日 、８月1日 ～末 日

食 品 加 工 業 者 、外食業 者 、青果 販 売業 者 等 の 認証 :

認 証 マ ーク　　　　　
毎 年 3月 1日 ～15日 、９月1日 ～15日

大 阪 府　　　　　　　　　 大 阪府 ･原 産 地 市 町村 共 同

－－■－〃

大 阪 府 環 境 農 林 水 産 部 農政 室 推 進 課

地 産 地 消推 進 グル ープ

令 和 6年 11月 作 成

大阪市住之江区南港北1-14-16
TEL:06-6941-０３５１　ＦＡＸ:06-6614-0913
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なにわの伝統野菜 対象品目と原産地 一 北摂
服部越瓜 はっとりしろうり　夏

高槻市の塚脇地区で江戸時代から栽培されている。

果実は淡い緑白色で、淡く 白 い 縞 が あり 、３０ｃｍ程 度

ま で 大 きく な る 。奈良 漬 け に する と 食 感 が よ い 。

収 穫 時 期 :7月 ～８月 上 旬

高 山 真 菜 たかやままな 春　　 冬

豊 能 町 の 高 山地 区で 、江戸時 代 から栽培さ れて いるアブ ラナ科 野 菜 の一 種Ｏ

大 きさ は２０～３０ｃｍ。

葉 の 形 に よ って４つ の 系 統 に 分 類 さ れ る 。

茎 の 部 分 が 甘 ＜、つ ぼ み が で き た 後 も

花 野 菜 とし て 食 べること が で き 、花茎 は

ほ ろ 苦 い 。

収 穫 時 期 :12月 ～３月

三 島 独 活 みしまうど　 春　　冬

茨 木 市 を 中 心 に三 島 地 域 で 江 戸 時 代 から

栽 培 さ れ て い る 。

独 特 な 栽 培 技 術 により 、純白 で 太く 大 きく 、

香り 高 ＜柔 ら か い 食 感 の も の が 生 産さ れ て

い る 。

収 穫 時 期 :2月 ～３月

高 山 牛 蒡 たかやまごぼう　 冬，

豊 能 町 の 高 山 地 区で 、江戸 時 代 から

栽 培さ れて い る 。

京 都 の 堀 川 牛 蒡 に似 て い る が 、色が黒 ＜、香り が

強 い の が 特 徴 。スジ が 少 な い た め 、早＜や わら か＜

煮 ること がで き る。

収 穫 時 期 :12月

摂津市
￥吹田 市

鳥 飼 茄 子　 とりかいなす　 夏　 秋

摂 津 市 の 鳥 飼 地 区 で 、江戸 時 代 から 栽 培さ れて い る

丸 な す。

京 都 の 賀 茂 な すに似 て い る が 、やや 下 ぶく れで 、

独 特 の 甘 味 が あ る。皮は 柔ら かい が 、果肉 が 緻 密 な た め 、

煮く ず れし にく い 。

収 穫 時 期 :7月 ～９月

吹 田 慈 姑　 すいたくわい　 冬

吹 田 市 で 江 戸 時 代以 前 から自 生して い た 。現在 流 通

して い る 大 型 の 中 国くわ いと は 異 なる 小 型 のく わい で 、

｢ま めく わ い ｣、｢姫 く わ い ｣と も 呼 ば れる。

や わ ら かく てえぐ 味 が 少 なく 、栗の よう な ほく ほくした 甘 さ が あ る 。

収 穫 時 期 :12月

●。畠 ● －　－



にわの伝統野菜 ｎＨと ・皿 一 中部･南河内･剥 ヽ１●Ｔ・●Ｗ●’な

河 内 れ ん こ ん　 か わ ち れ ん こ ん　 春　 秋　 冬

ゆ
岬 ７･、　　　　　北 河 内 地 域 の 旧 茨 田 郡 は ､低 地 で 水 は け が

11?7:=ﾐ………i‘･=･・　．　　　悪 ＜､古 ＜か ら お 米 の 代 わ り に 蓮 根 の 生 産 地 と

、.､iか曵以亠jｙl邨 譽｡。　　　　　　なつ て い た 。
弧
゛ﾌﾞ゙ ベ 士　 地 域 に 自 生 し て い た 在 来 の 蓮 根 を ､池 や 沼 に

な　　

植 え て 育 て た の が 栽 培 の 始 ま り と さ れ て い る 。

収 穫 時 期 :10月 ～３月

守 口 大 根 もりぐちだいこん　 冬

１６～２０世 紀 初 頭 ま で ､大 阪 市 か ら 守 口 市 の 淀 川 沿 い で　　 dillF?

栽 培 さ れ て い た 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9回 讐 ゛i‘Jil'･

大 阪 天 満 宮 周 辺 を 発 祥 と す る ｢大 阪 宮 前 大 根 ｣を　

丶

ﾌﾟ゙

漬 け た 物 を ､豊 臣 秀 吉 が ｢守 口 漬 ｣と 名 付 け た こ と か ら 、　　　　　　　－ｊ

｢守 口 大 根 ｣と 呼 ば れ る よ う に な っ た 。

太 さ 約 1.５ｃｍ､長 さ 1～1.3mで 糟 漬 け に 利 用 さ れ る 。収 穫 時 期 :12月

大 阪 し ろ な　 おおさかしろな 春　　 夏　 秋　　 冬

毛 馬 胡 瓜 けまきゅうり　 夏
江 戸時 代 から栽 培 が始 まり ､大 阪 市 の 天 満 橋 付 近 で 栽 培 が 盛んだっ た

ため 、「天 満 菜 」とも 呼 ば れる 。

収 穫 時 期 の早 いも の や遅 い も の があ る が 、いず れも 癖 の ない 味と 、

葉 が鮮 明 な 白 色で まっ すぐ なことが 特 徴 。　　収 穫時 期 :1年 中

大 阪 市 都 島 区 毛 馬 町 が 起 源とさ れる ､黒 い ぼ き ゅうり 。

果 実 が 約 30cmと 長 ＜､太 さ は 約３ｃｍ。茎 に 近 い 部 分 は緑 色で 、

反対 側 は淡 い緑 白 色 ～や や黄 色 つぽくなる。果肉 は歯 切れよ＜､茎 に

近 い 部 分 は 独 特 の 苦 みがあ る。　収 穫時 期 :7月

天 王 寺 蕪 てんのうじかぶら　 秋　 冬

玉 造 黒 門 越 瓜 たまつくりくろもんしろうり　 夏 大 阪 市 天 王 寺 付 近 が 発 祥 。

葉 が 切 れ て い るも の と 丸 い も の の 2系 統 が あ る 。いず れも 蕪 の 部 分

は 白 く 平 たく ､甘 味 が 強 ＜て 肉 質 が 緻 密 。

蕪 が 地 面 か ら 浮 き 上 が っ た よう に 成 長 す るこ と か ら ､｢浮 き 蕪 ｣と も

呼 ば れ て い た 。　　収 穫 時 期 :11月 ～1月

大 阪 城 の 玉 造 門 (黒 門 )付 近 が 発 祥 地 。

果 実 は 長さ 約３０ｃｍ､太 さ 約 10cmの 長 い 筒 のよ う な 形 。太さ が

6～７ｃｍの 細 い 系 統も あ る 。濃い 緑 色で 、8～9本 の 白 い 鮮 明 な

縦 縞 が あ る 。　収 穫 時 期 :6月 ～８月 丶 崘 jり釦 ノ

田 辺 大 根 たなべだいこん　 秋　 冬
勝 間 南 瓜　 こつまなんきん　 夏

大 阪 市 東 住 吉 区 の田 辺 地 区 の 特 産 であ つた 白 首 大 根 。

根 の部 分 は 白 色の円 筒 形 で ､先 の 部 分 が 少し 膨 ら んで 丸 ＜な って

い る。長さ 20cm､太 さ ９ｃｍほ ど で ､葉 の 産毛 が な い 。肉質 は 緻 密 で 、

柔 ら かく甘 味 が強 い 。

収 穫 時 期 :11月 ～1月

大 阪 市 西 成 区 玉 出 町 (旧 勝 間 村 )が 発 祥 地 。

9009弱 と 小 型 で ､縦 に 溝と 瘤 のあ る ､粘 り の 強 い 日 本 か ぼち ゃ の

一 種 。熟すと皮 が濃 い 緑 色 から赤 茶 色 になる 。

収 穫 時 期 :7月 ～８月

難 波 葱 なんばねぎ　 冬
金 時 人 参 きんときにんじん　 冬

大 阪市難 波 周辺 で江 戸時 代 から 盛んに栽 培さ れてい た 。711年 頃

に 敕 波 から 京 柮 の 九 条 地 区 に 伝 わり ､改 良さ れて 九 条 ねぎ に なっ た
瓦江 戸 時 代 から 昭 和初 期 に かけ て ､大 阪 市 浪 速 区 付 近 の 特 産 であり 、 ｊ

ｐ
Ｆ
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|大 |収人 参 ｣と 呼ＩＸｎて い 瓦 。

根 の 部 分 は 長 さ 約３０ｃｍで 深 い 紅 色 。肉質 は 柔 ら かく ､甘 味 と 香 り

が 強 い 。　　収 穫 時 期 :12月 ～２月

と 言 わ れ る 。また ､鴨 肉 と ね ぎ が 人 つた う ど ん を ｢鴨 な ん ば ｣と 呼 ぶ

の は ､難 波 葱 に 由 来 す る と も 言 わ れ る 。

葉 が 多 ＜て 柔 ら か ＜､強 い ぬ めり と 濃 厚 な 甘 み が 特 徴 。

収 穫 時 期 :12月 ～２月

大 阪 黒 菜 おおさかくろな　 春　 秋　　冬
芽 紫 蘇 めじそ　 春　 夏　 秋　　冬

明 治 10年 代 に は 大 阪 市 内 で 栽 培 さ れ て い た 漬 菜 の 一 種 。

葉 は 厚 ＜､濃 い 緑 色 で ､真 冬 に な る ほ ど 光 沢 が 増し ､黒 光 り す る 。

加 熱 調 理 す る と 甘 さ が あり ､独 特 の 風 味 を 持 つて い る 。

収 穫 時 期 :10月 下 旬 ～３月 中 旬

明 治時 代 初 期 ､大 阪 市 北 区 源 八 付 近 で 栽 培 が 盛 んだった ため 、

芽 紫 蘇を 含 む芽 を 食 べる 野 菜 が ｢源 八 も の ｣と 呼 ば れる よう に なっ た 。

青 芽 (緑 色 )の も のと 赤 芽 (赤 紫 色 )の も の が あり ､独 特 の 香りと 色 合 い

が 特 徴 。　収 穫 時 期 :1年 中

泉 州 黄 玉 葱　 せんしゅうきたまねぎ　 春 碓 井 豌 豆　 うすいえんどう　 春

明 治 時 代 に アメリ カ 合 衆 国 から 羽 曳 野 市

碓 井 地 区 に 導 入 さ れ ､改 良 さ れ た む き 実 用

え ん ど う 。

小 型 でき や と 豆 の 色 は 淡く ､甘 味 が 強 い 。

収 穫 時 期 :４月 ～５月

大 阪 は ､秋 に 栽 培 を 始 める た ま ねぎ 発 祥 の地 。明 治 13年

(1880年 )に 採 種 に 成 功し ､そ の 後 、泉南 地 域 で 選 抜さ れた 。

形 は平 た いも の から 分 厚い も の まであり ､収 穫 時 期 によ って

異 なる 。

肉 質 は柔 ら かくて 甘 みが強 ＜､黄 色 い こと が 特 徴 。代表 的 な

品 種 に 今 井早 生 や貝 塚極 早 生 がある 。　　収 穫 時 期 :４月 ～５月

馬 場 な す　 ばばなす　 春　 夏　 秋 海 老 芋　 えびいも　 秋　 冬

大 正 時 代 に 貝 塚 市馬 場 地 区 を 中心 とし た泉 州地 域 の 山 間 部 で

栽 培さ れて い た 水な す の一 種 。

果 実 は細 長 い 形 で 皮 が非 常に 薄く ､果 肉 は 緻 密 で ､水 分 を多 く

含 んで い る 。　収 穫 時 期 :４月 ～10月

古 来 より ､旧 南 河 内 郡 で ｢唐 の 芋 ｣が 栽 培さ れて

き た が ､保 水 力 と 養 分 に 富 ん だ 土 壌 特 性 を 生 かし、

頻 繁 に ｢土 寄 せ ｣と い う 作 業 を 行 うこ と に より ､湾 曲し た 海 老 芋 が

作 り 上 げ ら れ た 。　　収 穫 時 期 :10月 下 旬 か ら 12月

貝 塚 澤 茄 子 かいづかさわなす　 春　　夏

堺 鷹 の 爪 さかいたかのつめ　 夏　 秋明 治時 代 に貝 塚 市 を中 心 とした 泉 州 地 域 の浜 側 一 帯 で栽 培さ れて い た

水 なすの 一種 。昭和初 期 に新 潟 県 十 全 村 に 伝 搬して ｢十 全 ｣の 名 で 系 統 が

維 持 さ れ て き た 後 ､大 阪 に里 帰りし た 。

果 実 の 形 は巾 着系 で 縦 溝 があり ､果 皮 は薄 い 赤 紫 色 。果肉 は 緻 密 で ､水 分

を 多 ＜含 んで い る 。　　収 穫 時 期 :４月 ～７月

泉 北 郡 (堺 市 )東 陶 器 村 ､西 陶 器 村 ､八 田 荘 村 ､久 世 村 他 で 栽 培 さ れて い た ､辛 味 とう がらし の

一 種 。

果 実 は約３ｃｍと 小型 で ､房 成り で は な ＜､天 を 向 い て 1節 ご と に 1つ ず つ 実 がで き る 特 徴 が

あ る 。辛味が 強く ､香 り が 良 い 。　　収 穫 時 期 :8月 ～10月

j－,●・。●－
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